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1こめは

本市 においては,昭和 40年代 の後半か ら,開発 にともない埋蔵文化財の調査及 び

取扱について努力 してきているところです。特 に本市 は県内 6000カ 所の埋蔵文化

財の 1割 に近い数が所在す る地域 であり,ま た,埋蔵文化財の特性 として上中に埋まっ

ており確認が困難な場合が多いため開発行為 に伴 いさまざまな問題が起 こる原困にも

なっています。 しか し,昭和 37年以来の分布調査 により多数の埋蔵文化財の所在が

明 らかにな り,安来市の歴史が分か ってきつつあ ります し,ま た,開発計画への対処

も適切 に行 う事ができるよ うに成 ってきています。 このように,埋蔵文化財の正確な

所在 と把握 には現地の踏地を実施す る分布調査 しかあ りません。

そのため,本年度か ら昭和 64年度までの 3カ 年計画で埋蔵文化財の分布図 と測量

調査などによって資料の作成を行 ってまい ります。今回の調査は大塚 ,吉 田,能義の

3地区で実施致 しま した。 この調査 によって市民の皆様 に安来市の埋蔵文化財の概要

を知 っていただ くと共 に,埋蔵文化財の保護 に資す るよう努めてまいる所存です。

最後 にな りま したが ,調査 につきま してご協力を賜 りま した関係各位 に深 く感謝 い

た します。

昭和 63年 3月

安 来 市 教 育 委 員 会

教育長 三  島  俊  夫



埋蔵文化財一覧表

埋蔵文化財位置図
1(図

1・ 2)

矢田古墳群 について

矢田古憤群

矢田古墳群古墳位置図  (図  3)

矢田古墳群古墳一覧表

山国郷新造院跡について

能義神社奥の院古墳について

図 4  矢田古墳群宮谷支群 16・ 17・ 18号地形測量図

図 5  宮の谷支群 17号竪穴式石室実測図

図 6  山国郷新造院跡及び瓦窯跡周辺地形測量図

附

図 7  能義神社奥の院古墳地形測量図



1.本書 は昭和 62年 に国庫補助 と県費補助を得て実施 した安来市大塚 ,吉 田,能義

地区の埋蔵文化財分布調査報告書である。

なお,島 田,宇賀荘 ,安来地区 は昭和 63年度 に,赤江 ,荒島 ,飯梨地区につい

ては昭和 64年度 に分布調査 を実施 し,報告書 を刊行する計画である。

2.本書の周知の埋蔵文化財の番号 は昭和 61年度に刊行 された「島根県遺跡地図 1」

を使用 し,昭和 64年に設画 されている最終の分布調査報告で番号 を整理する予定

である。

3。 本市で周知 されている埋蔵文化財 =遺跡は現在 453ケ 所である。

4.本書の作成 に当たっては,現地 の踏査を行 い,で きる限 り正確を期 したが ,今後

も正確を極 めるための調査 は必要である。また,内容 について本書の紙面の関係で

不十分な点 も多 いと考え られる。そのため群細 については安来市教育委員会 に照会

いただきたい。

なお,地 図上で周知の埋蔵文化財 となっていない部分で も,開発を計画 される場

合は,安来市教育委員会 に照会 をお願い したい。

5。 本書に掲載 した地図は,建設省国土地理院発行の 2万 5千分の 1の 地形図

「広瀬」 ,「母里」 と安来市森林基本図 (指令造第 6-2)の 一部 を使用 した。

例



大塚・ 吉 田・ 能義地 区の埋 蔵文化財一 覧
(表

番号 名 称 種 別 所  在  地 要概
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跡

跡

跡

】逗
　
連爆
　
迫退

山

坊

谷

戸

神

脇

潜

宮

八

福 島 宅 前 遺 跡

細 井 谷 遺 跡

松 実 遺 跡

高 宮 遺 跡

こ な が ら 山 遺 跡

こなが ら山 古墳群

鳥 越 古 墳 群

能義神社奥の院古墳群

能義神社旧社地古墳

上 の 谷 古 墳 群

上 の 谷 横 穴 群

矢 田 古 墳 群

西 谷 横 穴 群

矢 田 古 墳 群

矢 田 古 墳 群

矢 田 古 墳 群

伊 和 夫 横 穴 群

実松八幡裏横穴群

意多伎神社横穴群

意多伎神社古墳群

意 多伎神社 1号墳

意多伎神社 2号 墳

意 多伎神社 3号 墳

群

墳

墳

号

古

１

峠

峠

若

若

ハ
，　

ハ
「

今 若 峠 2号 墳

え ぐ り谷 横 穴 群

祝 谷 横 穴 群

長 江 山 横 穴 群

大 平 横 穴

西 宮 谷 古 墳 群

東 宮 谷 横 穴 群

古 寺 谷 横 穴

金 堀 谷 横 穴 群

御 崎 谷 横 穴 群

築 山 古 墳 群

天 神 山 古 墳

天 地 山 横 穴

住 居 跡

住 居 跡

住 居 跡

住 居 跡

散 布 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

古  墳

鎖 。
1笙ラk

古  墳

古  墳

古  墳

横  穴

古墳・横穴

横  穴

墳

横

横

穴

墳

横

古

穴

穴

古

穴

穴

穴

穴

傲

穴

穴

穴

穴

歓

墳

穴

横

横

横

横

識

横

横

横

横

繊

古

横

沢町潜戸山683

上吉田町宮神坊

大塚町殿河内

大塚町殿河内2076

上吉田町細井谷

大塚町恋の奥2442

吉岡町高宮 7

大塚町殿河内

大塚町殿河内

利弘町

能義町能義366ほか

能義町能義366

能義町

能義町

矢田町椿谷 。宮谷

利弘町

飯生町伊和夫

実松町

飯生 町679

飯生 町 679

飯生町今若峠

飯生町

飯生町

飯生町

飯生町

利弘町

利弘町

利弘町

利弘町

利弘町

利弘町

沢町

沢町

竪穴式住居・弥生土器中期 ,「安来市の遺跡調査報告第一集」

昭和55年弥生士器 (出土土器は安来市指定文化財)

竪太式住居跡 3軒・弥生土器・須恵器・石斧 。鉄斧 消滅 ,

「上代文化」第33輯昭和38年

竪穴式住居跡 弥生土器 消滅 No418懸 川遺跡の範囲に

含まれるものと考えられる

石斧

斧 弥生上器 土師器 須恵器

石斧 消滅

須恵器 (糸切 り痕 )・ 土製支脚

2基

前方後 円墳・ 横穴 6基以上

9基

径16m 再15m 玉類多数 人骨は朱塗 (鳥取大学医学部)

2穴  消滅

(図 3参照)(椿谷古墳群 )

11基以 上

(矢田横穴群 )昭和35年発掘調査

(岩隅横穴群 )

(宮谷横穴群 )

6基以上

11穴以上 死床 山本清「西山陰の横穴について」|

『島根大学論集 (人文科学)8号』昭和33年

2穴 (丸天丼 )丘陵先端斜面 に所在す る。

3基

方墳 (19× 19m 高35m)列 石 丘陵先端部 に所

在 する。

方墳 (14× 17m 高2.5m)

一辺12.6m 前方後円墳の前方部か 竪穴式石室 ?

神社境 内拡張工事で大部分消滅

2基

円墳 (径29m,高さ35m)石棺 (長持石棺と考えられる。

縄掛け突起がある)鏡 1 鉄 曲玉 3 管玉28 直刀 3

前方後 円墳 (全長19m)後円部 は盗掘を受けている

20基以上 金環 2,直刀 2,刀子 2,須恵器多数

金環 2 須恵器多数

4基 須恵器多数

直刀 1 須恵器多数

前方後円墳と考えられるもの1基 ,円墳7基 ,12穴 直刀1,刀子2

3穴  須恵器多数

2穴 ,直刀 1 刀子 1 須恵器多数

3穴 ,直刀 1 須恵器多数

2穴 ,須恵器多数

円墳5基 ,横穴2穴 ,直刀1 須恵器多数 東側斜面に所在する

円墳 頂10m,円筒埴輪 ,朝顔形埴輪 未発掘

未発掘
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番号 名 称 種 月1 所  在  地 要概

109
110
111

112
113
114
115
116
117
118
140
141

142
143
144
145
146
147
148
149
150
151

157

158
159

160
165

166

167

168
169
170
171

172

地 福 寺 古 墳

長 ぞ ね 古 墳

お さ き 谷 横 穴 群

赤 崎 横 穴 群

大 荒 神 横 穴 群

逃 谷 横 穴 群

日 御 崎 横 穴

中 尾 奥 横 穴

大 高 丸 横 穴 群

日 仮 屋 横 穴

先 前 古 墳 群

宮 神 坊 古 墳 群

菖 蒲 谷 古 墳 群

大 明 古 墳 群

宮 谷 古 墳 群

三 崎 谷 古 墳 群

後 谷 古 墳 群

隠 居 谷 古 墳 群

正 福 寺 古 墳 群

坂  本  古  墳

し し が 鼻 横 穴

御 立 山 古 墳 群

第 一 支 群 1号 墳

第 一 支 群 2号 墳

第 一 支 群 3号 墳

第 一 支 群 4号 墳

第 一 支 群 5号 墳

第 一 支 群 6号 墳

第 二 支 群 1号 墳

第 二 支 群 2号 墳

鳥 木 横 穴

墳

群

古

墳古

木

廻

鳥

山

家 の 谷 古 墳 群

神 納 古 墳 群

神 納 1 号 墳

神 納 2 号 墳

神 納 3 号 墳

眼 ケ 平 古 墳 群

善 福 寺 横 穴 群

八 脇 谷 横 穴 群

東 丸 山 横 穴 群

東 山 古 墳 群

後 馬 籠 谷 古 墳 群

八 万 宮 古 墳 群

墳

墳

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

穴

墳

古

古

横

横

横

横

横

横

横

横

古

古

古

古

古

古

古

古

古

古

横

古

穴横

墳

墳

古

古

墳

墳

古

古

古  墳

横  穴

横  穴

横  穴

古  墳

古墳・横穴

古  墳

沢町

沢町

沢町

赤崎町

月坂町

月坂町

月坂町

月坂町

月坂町

月坂町

上吉田町別所1460

上吉田町宮神坊

吉田町別所

上吉田町

下吉田町横手878

下吉田町

下吉田町飯場

下吉田町横手

下吉田町正福寺

下吉田町坂本

下吉田町

鳥木町字内山378ノ 1

鳥木町203

鳥木町203

大塚町山廻2457

大塚町家の谷2471

大塚町神納

大塚町眼ケ平2403

大塚町殿川内1860

大塚町八脇谷

大塚町

大塚町

大塚町

大塚町

方墳10× 10m,高 1.5m

6穴

3穴 金環 1

6穴 角付変形壺 1,変形土器 京都博物館所蔵

2穴 直刀 1,須恵器

人骨 ,杯 ,壷 , 平瓶 ,直刀

古墳7基 階段状のものと平坦面に円墳が築造されている

円墳

円墳 2基 住居跡 1棟

前方後円墳 (全長23m)を含む 9基の古墳か ら成る

古墳11基

金環 1,長頸壺 1,杯 ,その他

8基 昭和38年発掘調査

円墳

円墳

方墳

方墳

方墳

方墳

円墳

方墳

圭頭太刀,辻金具,ノ」身,その他,東 京国立博物館所蔵,山本清

『西山陰の横穴について』『島根大学輪集 (人文科学)8号』S 33

円墳 未発掘

円墳16基 (丘陵の頂上部には径23mの 円墳が所在す

る)前方後円墳 1基 (全長25m)十日称(家の奥古墳群

円墳6基 丘陵の先端部及び中腹に所在する 旧称 (松実古墳群)

3基

円墳

方墳 封上流失

円墳

古墳13基 径23mの 円墳や前方後円墳 2基所在する

天丼落盤 ,未発掘 埋没

既掘 4基の可能性あり

家形石棺 ,子持円筒 ,須恵器多数 ,マ ウンドあり

5基以上 横穴群も所在する 須恵器片が出土している

2基



(表  3)

番号 名 称 種  別 所  在  地 要概

172

174
176

178
183
186
187
189
192
194
195
196
200
201
206
210
218
219
221
226
227
237
239
240

241
243
245
248
249
252
261
267
271
272
274
275
276
281
284
285
295
296
301

八 万 宮 1号 墳

八 万 宮 2号 墳

大塚八幡宮地下式坑

茶 屋 古 墳 群

茶 屋 1号 墳

茶 屋 2号 墳

千 人 塚 古 墳

山 国 郷 新 造 院 跡

光  恩  寺  跡

蓮 華 寺 跡

城 光 寺 跡

山国郷新造院瓦窯跡

廻  谷  窯  跡

赤 崎 山 城 跡

飯 生 百 貫 掘 城

田 中 要 害 山 城 跡

川 手 要 害 山 城 跡

利弘加茂神社古墳群

鍵  尾  遺  跡

墓 根 経 塚

愛 宕 山 経 塚

舎 人 郷 正 倉 跡

蓮 華 寺 宝 僚 印 塔

利弘加茂神社神社宝盛印塔

国 重 遺 跡

五 反 田 遺 跡

能 義 神 社 遺 跡

切 り 通 し 遺 跡

退 跡摘
一

十 善 遺 跡

横 手 遺 跡

茶 屋 遺 跡

長 陽 寺 裏 横 穴

逃 谷 古 墳 群

唐 梨 古 墳 群

小 丸 山 古 墳

神  納  横  穴

上 丸 山 古 墳 群

長 尾 崎 古 墳 群

ひ る ま ば 横 穴

矢  田  古  墳

え ぐ り谷 古 墳 群

堂 廻 古 墳 群

社 日 山 横 穴 群

宗見寺裏 山土壊 墓

地 福 寺 土 壊 墓

地下式坑

古  墳

古  墳

寺 院 跡

寺 院 跡

寺 院 跡

寺 院 跡

窯  跡

窯  跡

城  跡

城  跡

山  城

山  城

古  墳

土 壊 墓

経  塚

経  塚

正 倉 院

古  墓

古  墓

散 布 地

散 布 地

住 居 跡

住 居 跡

住 居 跡

散 布 地

住 居 跡

散 布 地

横  穴

古  墳

古  墳

古  墳

横  穴

古  墳

古  墳

横  穴

古  墳

古  墳

古  墳

横  穴

土 壊 墓

土 竣 墓

大塚町950

大塚町茶屋

大塚町
上占田町別所字釈加堂

8331ま か

利弘町総荒神谷

利弘町

飯生町字城光寺

上吉田町字大門1510

上吉田町別所

赤崎町城山

飯生町

上吉田町

上吉田町

利弘町521

沢町鍵尾谷

尺町墓根

飯生町841

沢町阿弥陀堂611

利弘町宮谷

利弘町

大塚町国重841

上吉田町鳴滝

能義町366

能義町366-5
下吉田町垣

鳥木町十善

下吉田町横手

大塚町茶屋

赤崎町609

月坂町

大塚町懸川

下吉田町ししが鼻

大塚町神納

大塚町上丸山

鳥木町長尾崎

大塚町茶屋

矢田町

飯生町

大塚町堂廻2441-1

月坂町

飯生町

沢町

半壊のもの 1基一辺78m

円墳 円筒埴輪 既掘

方墳 (12× 12m)未発掘

口径 1.4m
2基

島根県史 4

方墳 方墳 (10× 10m)

釈迦堂が所在 していた (図 6参照 )

井戸 ,五輪塔

大日堂

現在 ,桧が植えられ ,他は畑に使用される

1基 平瓦 既掘 (図 6参照 )

須恵器

土塁 ,水路

切 り掘 り

2基 方墳135× 95m,高さ2m,

昭和37・ 38年発掘調査他

葺石

経筒 2(長 10cn・ 4 4cm)備 前焼壷 (経典に永禄 5年の銘あり)

炭化米 須恵器

笠・ 胴 1基

土師器 須恵器 丘陵斜面東側に所在する

土師器 ,須恵器

住居跡 柱穴 土師器他 昭和42年発掘調査『安来

市の遺跡調査報告 第 1集』昭和55年

住居跡 土師器 弥生土器

住居跡 須恵器 土師器

分銅形土製品 弥生土器

竪穴住居跡

弥生土器

円墳 8基
円墳 5基他

径13.5m,高 さ1,7m 葺石 盗掘穴がある

消滅

前方後方墳 須恵器

円墳

壷棺 矢田古墳群に含まれる

16基 横穴に伴うものと考えられる

7基 旧称 (恋の奥古墳群 )

土師器

弥生土器
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(表

番号 名 称 種 別 所  在  地 要概

302
303
306
309
311
312
320
324
326
350
351
352
353
354
355
357
358
359
860
361
362
363

417
418
419
420
422
423
424
425
426
427
428
429
430
431
432
433
434
435
436
437
438
439
440
441

築 山 土 装 墓

林 谷 横 穴 群

中 尾 横 穴 群

吉 田 川 Ⅱ 遺 跡

利  弘  遺  跡

井 手 上 遺 跡

し し が 鼻 経 塚

茶 屋 地 下 式 坑

長 谷 津 谷 横 穴 群

エ ノ 谷 古 墳 群

坊 主 山 横 穴

越 石 遺 跡

船 山 横 穴

船 山 古 墳 群

安 養 寺 横 穴

若 葉 経 塚

大 荒 神 古 墳

中 尾 墳 墓 群

和 田 荒 神 古 墳 群

西 山 辺 横 穴 群

古 市 遺 跡

大 上 谷 遺 跡

懸  川  遺  跡

唐 梨 古 墳 群

高 尾 遺 跡

茶 屋 A横 穴 群

茶 屋 B横 穴 群

眼 ケ 平 遺 跡

田 中 八 幡 古 墳

弥  勒  寺  跡

加 唐 古 墳 群

鳥木ガランサン遺跡

小谷山横穴群

高津神社上古墳群

土 墳 墓

横  穴

横  穴

散 布 地

散 布 地

散 布 地

経  塚

地下式坑

横  穴

古  墳

横  穴

散 布 地

横  穴

古  墳

横  穴

経  塚

古  墳

墳 墓 群

土 壊 墓

古  墳

横  穴

散 布 地

住 居 跡

住 居 跡

古  墳

散 布 地

横  穴

横  穴

住 居 跡

古  墳

古  墳

寺 院 跡

古  墳

古  墳

古  墳

古  墳

古  墳

散 布 地

城  跡

古  墳

古  墳

古  墳

古墳・横穴

横  穴

古  墳

蔵  跡

利弘町

利弘町

月坂町

沢町

利弘町

鳥木町

下吉田町ししが鼻

大塚町茶屋1181-7

月坂町長谷津谷

能義町

能義町山崎

沢町

赤崎町

赤崎町

赤崎町

切川町

月坂町

月坂町中尾

月坂町

月坂町

月坂町

大塚町古市1440

大塚町殿川内

大塚町殿ナII内

大塚町殿川内

大塚町八脇谷

大塚町茶屋

大塚町茶屋

大塚町眼ケ平

飯生町976

大塚町

東切川町

大塚町殿川内

大塚町

大塚町

大塚町

大塚町

鳥木町

下吉田町

矢田町

実松町

実松町

飯生町

矢田町

矢田町

松実町

弥生土器

3穴以上

2穴

弥生土器

石斧

須恵器 2個

2基

昭和46年発掘調査

4基以上 方墳

四注式平入 須恵器

前期弥生土器

テント形平入

(山本編年Ⅲ期 )

全長20mの前方後円墳 .周辺は平垣な面を呈する。

一字一石経

弥生台状墓 ,火葬骨・ 宝盤印塔 ,昭和58年発掘調査

「安来平野における土療墓」『上代文化』第36輯昭和41年

5基

期 )山本編年 1(蓋

2基  テント形平入

須恵器 弥生土器 土師器 軒丸瓦 軒平瓦 昭和60年発

掘調査「古市遺跡調査報告書」昭和61年

炭化物

土師器

円墳 5基他

須恵器

消滅

テント形妻入

平坦面

15× 15m 高さ24m 平坦な壇上に築造しているように見える

円墳 6基

円墳 2基

円墳 2基

円墳 1基

円墳 2基

円墳 1基

布目平瓦

円墳 6基 (横穴が所在する可能性がある)

円墳 2基

円墳 1基

古墳 10基 横穴 1穴

横穴 3基以上

円墳 7基

江戸時代 母里藩



(表

番号 名 称 種 別 所  在  地 概 要

442
443
444
445
446
447
448
449
450
451
452
453

松 実 五 輪 塔

吉 田 天 場 遺 跡

小 林 遺 跡

八 幡 成 要 害

医 王 寺 跡

大 乗 院 跡

エ ン ジ ョ ウ 寺 跡

光 明 院 跡

宮 嶋 神 社 跡

蔵

蔵

古

城

跡

跡

墓

跡

住 居 跡

城  跡

寺 院 跡

寺 院 跡

寺 院 跡

寺 院 跡

神 社 跡

下吉田町

大塚町

松実町

下吉田町

上吉田町

利弘町

利弘町

利弘町

利弘町

利弘町

利弘町

利弘町

江戸時代 松江藩

江戸時代 母里藩

2基

31× 31mの 方形の壇

土師器  ミゾ状遺構

住居跡 弥生時代末

薬師如来座像 1躯

消滅

島根県指定文化財「保元元年の記念銘鏡」出上位置

※ 名称のない遺跡は,字名などを調査 した後遺跡名を決定 したい。
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矢 田 古 墳 群

矢田町の丘陵には現在 ,Nα 8 7椿谷古墳群・ 配 88宮谷古墳群・ Nα 8 9矢 田横穴群・

配 90岩隈横穴群・ Nα 9 1宮谷横穴群が周知されている。その経過は以下 のとおりで

ある。

椿谷古墳群 は,内 田才氏による昭和 37年 の調査 により竪穴式石室を主体部 とする

古墳が所在す ることが明 らかにされる。その後 ,昭和 48年の調査 により13基の古

墳か ら成 る古墳群であることが明 らかになった。そ して ,こ の竪穴式石室の古墳は第

7号墳 として台帳に登録 されている。宮谷古墳群 も同 じく昭和 37年 の調査によって

前方後方墳が所在することが明 らかになった。その後 ,昭和 48年 の調査 により,5

基の古墳が所在すると登録 された。矢田横穴群は昭和 35年 1月 4日 ～ 1月 20日 ま

で発掘調査が実施され ,第 I群で横穴 5基 ,「墳形 に類するもの」 1基が確認 され
,

第 Ⅱ群で も横穴 5基 ,「墳形 に類す るもの」 1基 が確認 されている。
①
岩隈横穴群 ,

宮の谷横穴群 も昭和 37年 の調査 により確認 されている。その後 ,原 田律夫氏の調査

により椿谷古墳群 として 53基 の古墳が所在す ることが確認 されている♂

今回の調査 によって ,こ れ らの古墳群 ,横穴群を 1つ の古墳群 とし,今 までのものを

い くつかの支群 として取 らえてはどうかと考える。なぜな らば ,こ の古墳群は最南端

に確認 されている古墳の南側 には少な くとも700mま では明確な古墳 というべきも

のを見 ることはできず ,す べて矢田町に所在 し,ま た,現在 ,古墳群の名称になって

いる椿谷 というのは古墳群が所在する丘陵の飯梨川 に面する谷の名前 にすぎないため

である。古墳群を支群 の分 けることについては,古 墳群の立地や古墳の纏 まりの間隔

か ら支群 に分けることが可能 と考え られる。 このことか ら,今 回矢田古墳群を岩隈谷

支群 ,宮谷支群 ,椿谷古墳群 ,須賀谷支群の 4つ 分 けて取 らえた。 (表 6.7.8.

9。 10参照 )

岩隈谷支群 14基 (前方後円墳 2基・ 方墳 7基・ 円墳 5基)図 3に おいては古墳

を 1と 標記 した。

宮谷支群 30基 (前方後円墳 2基・ 方墳 8基・ 円墳 20基)横穴 5穴  図 3に お

いては古墳をM・ 横穴をMYと 標記 した。

椿谷古墳群 18基 (前方後円墳 1基・ 方墳 3基・ 円墳 27基 )横穴 22穴  図 3

においては古墳をT・ 横穴をTYと 標記 した。

須賀谷支群 32基 (前方後円墳 2基・ 方墳 5基・ 円墳 25基 )横穴 30穴  図 3

においては古墳を S・ 横穴をSYと 標記 した。
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矢 田古 墳 群 宮谷支 群 17号墳 につ いて 観 4・ 5参照)

今回測量調査を実施 した宮谷支群 17号墳は昭和 45年 に刊行された「安来市誌」

でも紹介されている。 しかし,こ の時は墳形等については説明がなかったことから再

度の調査 となった。

調査の結果 ,こ の古墳は方墳である。標高は78mで ,谷奥で丘陵が出会 う部分に

築造されている。古墳からの眺望に比べて,下から見上げると吉墳の姿はあまり良 くな

いように感 じられる。また,こ の古墳は南側に所在する前方後円墳によって南西の隅

が壊されあたかも南側は円墳のようになっている。規模は東西側が 25m,南 北側が

19m,最 も高 く見える部分の高さが3.5mで ぁる。崩壊 した東・ 南部分の清掃で古

墳裾部には葺石が施されていることが分かった。これらの石はいずれも割石である。

竪穴式石室は古墳のほぼ中央に位置 し,主体部の主軸は墳丘東西の向きにほぼ等 し

くN-77° 一Wで ある。石は大半が周辺でよくみ られる割石である。これらを小口

積みにしているものの 5 0cm大のものを使用 しているため,雑 な造 りの感 じは免れな

い。西側が広 く両隅は丸なる造 りとなっている。床面は盗掘時にかなり荒されたよう

で,構造は明確には分からないが西側に明黄掲色の粘上が残っており,こ の上が石室

の床面を全面覆 っていたものと推定できる。その下は円礫を含む土層 と成 っている。

また,棺 を乗せるためのものと考えられるが,4個 の割石を横にあるいは立てて置い

ている。これらの石のレベルは東側のものが低 くなっており,俳水施設の方向を示唆

するものではないかと考えられる。これらの石から,本来は床面は天丼石から約 50
～ 6 0Cmの所にあったのではないかと推定できる。規模は長さ4 3 2cm,西側幅 95
cm,東側幅 7 0cm,西側高さ8 0cm,東側高さ7 5cmで ある。この石室内の清掃で鏃

(鉄鏃力)が検出したとされる。③

註 ① .島根県埋蔵文化財調査報告書 第 1集  昭和 44年  島根県教育委員会

② .島根大百科事典 昭和 58年 山陰中央新報社

③ .内 田才 昭和 37年 8月 1日 現在 安来市文化財 (埋蔵)所在表
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名 称 種 丹1 所  在  地 要概

群古田矢
Ｏ
Ｏ 墳

岩隅谷支群 1号 墳

2

3

4

5

6

号墳

号墳

号墳

号墳

号墳

号墳

号墳

7

8

9号 墳

10号 墳

11号 墳

12号 墳

13号 墳

14号 墳

宮谷支群  1号 墳

2号 墳

3号 墳

4号 墳

5号 墳

6号 墳

7号 墳

8号 墳

9号 墳

10号 墳

11号 墳

12号 墳

13号 墳

14号 墳

15号 墳

16号 墳

17号 墳

18号 墳

19号 墳

20号 墳

21号 墳

22号 墳

墳

司 墳

=

刊  墳

円  墳

方  墳

方  墳

五方後円墳

方  墳

前方後円墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

方

方

方

方

方

円

方

円  墳

方  墳

円  墳

円  墳

棚

方  墳

円  墳

円  墳

円  墳

円  墳

方  墳

方  墳

墳

墳

円

円

硼

方  墳

墳

墳

堪

鵜

婆

円

円

円

円

円

矢田町字宮ノ谷557番 地他

径12.8m 高さ2.3m 南側に平坦面がある。

径55m,高 さ08m 西側斜面に横穴が開回している。

径 7～9,4m,高 さ1.8m

9× 9m,高 さ1.2m ミブで画されている。

20× 21m,高 さ2.3m墳頂の平坦部14× 12m 丘陵の先端部

分と言うべき位置に所在 している。

径14.5～12m,高 さ lm ミブで画されている。

径 9～m,高さ1.6m 北側に前方部 とも考えられるものがあ

る。東TRll墳丘は崩壊 している。

全長射 6m,径14m,前方帥目10m。 高さ2,4m17号墳をt脂
丁鋏亀;

25× 21m,高 さ3.5m 墳頂の平坦部15X12m 丘陵の先端部分と言うべ

き位置に所在している。 (図 4・ 5参照)

径12～ 13血 ,高 さ29m(図 4参照)

径12m,高 さ2,7m

径 6m,高 さ2m 丘陵の北根1に よって築かれている。

径 12～ 13m,高 さ2.3m

径19～20m,高さ3.6m 墳丘の周辺には平坦面と成っている。

矢 田古 墳 一 覧 表
(表   6)
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(表

名 称 種 丹1 所  在  地 要概

宮谷支群

宮谷支群

椿谷支群

23号 墳

24号 墳

25号 墳

26号 墳

27号 墳

28号 墳

29号 墳

30号 墳

横穴 1号

横穴 2号

横穴 3号

横穴 4号

横穴 5号

1号 墳

2号 墳

3号 墳

4号 墳

5号 墳

6号 墳

7号 墳

8号 墳

9号墳

10号 墳

11号墳

12号 墳

13号 墳

14号墳

15号 墳

16号 墳

17号 墳

18号 墳

19号墳

20号 墳

21号 墳

22号 墳

23号 墳

24号 墳

25号 壊

26号 壊

27号 擢

28号 撃

29号 燿

30号 媛

31号 堪

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

穴

穴

穴

穴

穴

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

娯

弓

「

「

羽

「

羽

▼

方

蓑

護

陵

陵

陵

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

方

円

円

円

円

方

円

円

円

円

燿

燿

媛

万

円

円

円  媛

講液醒

円  渠

円  撃

円  畢

円  耀

矢田町字官ノ谷557番 地他

」

‐ ４

‐

ィ

ド

』

ｒ

Ｍ

Ｌ

ド

Ｌ

ト

ー

ー

ー

ト

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

И

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
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玄室260× 180cm,高 さ120cm 丸天丼形平入

玄室270× 170cm,高 さ58cm 丸天丼形平入

宮の谷支群 10古墳の真下にあり横穴が所在すると考えれる。

径93m,高 さ07m

径1lm,高 さ16m 東側丘陵斜面は平坦面と成っている。

径182m,高 さ2m 東側に局溝と考えられる低いミゾが確認できる。

径 6～ 9m,高 さ05m

径 6～m,高 さ05m

径14m,高 さ0.9m 丘陵の平坦部分の中央に位置している。

径 8m,高 さ05m ミブで画されている。

径 6～m,高 さ05m 墳頂部が削平されている。

径 9～m,高 さ15m 尾根側が ミブで画されている。

径 8～m,高 さ1.3m 西側が ミゾで画されている。

径～ 5,高さ0.3m 東側が ミブで画されている。

登～78m,高 さ07m 東側斜面に横穴とも考えられる凹みが確認される。

13× 13m,高 さ0.5m 東側斜面に横穴が所在する。

13.6× 11.7m,高 さ07m 南北は ミブで画されている。

径18～ 198m,高さ22m 丘陵が支LFkに 分かれる付根に所在する。

径～8m,高 さ05m 椿谷支群15号墳の南東側裾部に所在する。

径 6～m,高 さ0,9m 東側は ミブで画されている。

86X13m,高 さ06m 椿谷支群20号墳に北側を切られているものと
考えられる。

径8.3～ 10m,高さ1.8m 北側が ミブで画されている。

径 14～ 12.lm,高さ1.2m 北側に平坦面が有る。

径 4～m,高 さ0.3m 南側が ミゾで画されている。

径～ 9m以上,高さ0.3m墳丘の東南の両側が崩壊している。

(5,4m残 っている)

9.8× 8m,高 さ0.5m 西側斜面に横穴が所在する。

径 10～12m,高さ26m 23号 と接近 している。

径 6～ 6m,高 さ1.lm 横穴が東側斜面に 3基 ,西側に 1基

所在する。横穴に伴う墳丘と考えられる。

径72～ 12.4m,高 さ2m

全長15m,径 ■ 3m,高 さ13� 西側斜面に横穴が所在する。

径8～12m,高 さ12m,西側斜面に横穴が所在する。横穴に伴う墳丘
と考えられる。
径8～ 12m,高 さ07m,西側斜面に横穴が所在する。横穴に伴う墳丘
と考えられるハ
径～8.2m,高 さ14m 北側に横穴が所在する。横穴に伴う墳Elと 考え
られる。

径79～92m,高 さ1.4m 西側斜面に横穴が 2基所在する。

横穴に伴 う墳丘と考えられる。

-9-



8)(表

盗掘ミゾがあり,使かに盗掘日が確認でき,ま た墓壁が確認できる。

盗掘 ミゾがあり,ま た墓壁が確認できる。

盗掘 ミブがあり,ま た墓壁が確認できる。

盗掘 ミゾがあり,ま た墓壁が確認できる。

盗掘穴がある。奥行き290cm以 上。また墓壁が確認できる。

盗掘穴がある。墓壁が確認できる。

盗掘 ミゾがあり,ま た前提部の痕跡がある。

盗掘穴がある。墓壁が確認できる。

盗掘穴がある。墓壁が確認できる。

盗掘 ミゾがあり,ま た墓壁が確認できる。

玄室330× 240cm,高 さ220cm テント影平入,閉塞石が残る。

盗棚火がある。慕吐が確認できる。羨道部長さは110cmで ある。

がある。真性が確認できる。奥行き240cm,羨道部長HOcmで ある。

盗掘穴がある。墓壁が確認できる。

盗掘穴がある。墓壁が確認できる。

盗掘の ミゾがある。墓壁が確認できる。

盗掘穴がある。墓壁が確認できる。

盗掘穴がある。墓壁が確認できる。

盗掘穴がある。

盗掘の ミブがある。墓壁が確認できる。

盗抑1の ミゾがある。奥行き (盗掘+1か ら奥壁まで)315cm,嘉壁が確認
できる。
盗掘の ミブがある。二重羨道である。

径～ 6m,高 さ07m 南側が ミブで画されている。

径～7.8m,高 さ0.6m 南側が 5mの ミゾで画されている。

14× 12m,高さ15m 南側が ミゾで画されている。

径 9～m,高さ26m 丘陵を3.5m切断して築造している。北

側に平坦面がある。

径～15m,高さ07m 先端の丘陵部の最も高い部分に位置する。

径98m～ Hm,高 さ lm 東側に平坦面がある。

全長163m,径102m,高 さ0 9m lf陵 尾根部はミブで画されている。

前方部の東側がやや不明確であり,ま た掘削去れている。

径9.3～ 1lm,高 さ06m 西側斜面に横穴が所在する。横穴

に伴 う墳丘と考えられる。

径～6.8m,高さ0.3m 西根I斜面に横穴が所在する。横穴に伴

う墳丘と考えられる。昭和30年 1月 発掘調査

径9.3～ 9m,高 さ15m 西側斜面に横穴が所在する。横穴

に伴う墳丘と考えられる。

径10～ 13m,高さ1.5m 西側斜面に横穴が所在する。横穴に

伴う墳丘と考えられる。

径7.3～ 6,7m,高 さ09m 西側丘陵斜面に横穴が所在する。

径9～75m,高 さ06m 東側斜面に2基 西側斜面に1基所在する。

径7～ 16m,高 さ0.7m 西側斜面に横穴が2基所在する。

径84～ 10m,高さ32m

径～103m,高 さ03m 北側斜面に横穴が 2基所在する。墳臣の南側

が崩壊している。

径 7～ m,北側斜面に横穴が所在す る。

径10～ 13m,高さ12m 北側斜面に横穴が所在する。

矢田町宮ノ谷556番地他椿谷支群横穴 1号

横穴 2号

横穴 3号

横穴 4号

横穴 5号

横穴 6号

横穴 7号

横穴 8号

横穴 9号

横穴 10号

横穴11号

横穴 12号

横穴13号

横穴 14号

横穴15号

横穴 16号

横穴 17号

横穴 18号

横穴 19号

横穴 20号

横穴 21号

横穴 22号

須賀谷支群 1号 墳

2号 墳

3号 墳

4号 墳

5号 墳

6号 墳

7号 墳

8号 墳

9号 墳

10号墳

11号 墳

12号 墳

13号 墳

14号 墳

15号 墳

16号 墳

17号 墳

18号 墳

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

穴

墳

墳

墳

墳

横

横

横

横

横

横

横

横

横

横

横

横

横

横

横

横

横

横

横

横

横

横

円

円

方

円

円  墳

円  墳

前方後円墳

墳

墳

墳

墳

墳

円

円

円

円

円
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名 称 種 別 所  在  地 要概

須賀谷支群 19号 墳

20号 墳

21号 墳

22号 墳

23号 墳

24号 墳

25号 墳

26号 墳

27号 墳

28号 墳

29号 墳

30号 墳

31号 墳

32号 墳

須賀谷支群横穴 1号

横穴 2号

横穴 3号

横穴 4号

横穴 5号

横穴 6号

横穴 7号

横穴 8号

横穴 9号

横穴10号

横穴H号

横穴12号

横穴13号

横穴14号

横穴15号

横穴16号

横穴17号

横穴18号

横穴19号

横穴20号

横穴21号

円  墳

円  墳

円  墳

薩 賤

墳

墳

円

円

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

穴

穴

穴

穴

穴

穴

円

方

方

円

方

方

方

円

横

横

横

横

横

横

穴

穴

横

横

穴

穴

穴

横

横

横

穴

穴

横

横

穴

穴

穴

穴

　

穴

穴

横

横

横

横

　

横

横

穴

穴

横

横

矢田町宮ノ谷556番 地他 径105～ 105m,高 さ0.95m

径 8～m,高 さ1.3m 北側斜面に横穴が所在する。

径105～ 105m,高 さ0,95m 北側斜面に横穴が所在する。

全長39m,径 24m,高さ4m 22号墳はこの古墳の前方部に

接 して築造している。

径10～ 10m,高さ16m 北側斜面に横穴が所在する。

径10～10m,高さ16m 北側に幅4.3mの造り出しとも考えら

れるものがある。

径12.5～ 12m,高さ1.8m 丘陵先端部に位置している。

13× 72m,高 さ12m 北倶I斜面に横穴が所在する。

87× 9m,高さ0.5m 北側斜面に横穴が所在する。

径 8m,高さ08m 墳丘の南側が削平されている。

7.1× 7m,高 さ0.3m

10× 55m,高 さ03m
10× 10m,高さ14m
径 7～ 10m,高さ15m 西側が ミブで画されている。

テント形平入 崩壊が著しい。

玄室 (300× 210)cm 高さ120cmテ ント形平入

玄室 (217× 195)cm 高さ139cmテ ント形平入

玄室 (155× ■0)cm 高さ95cm テント形平入

テント形平入 玄室をわずかに遺し破壊されている。

Ⅱ-4号「島根県埋蔵文化財調査報告書第一集」昭和44年

玄室 (380× 270)cm 高さ170cm四 注平入 石棺

Ⅱ-1号「島根県埋蔵文化財調査報告書第一集J昭和44年

昭和35年 1月 調査

玄室 (300～350× 270)cm 高さ170cmテ ント形平入 石棺

Ⅱ-2号「島根県埋蔵文化財調査報告書第一集」昭和44年

昭和35年 1月 調査

Ⅱ-3号「島根県埋蔵文化財調査報告書第一集」昭和44年

Ⅱ-5号「島根県埋蔵文化財調査報告書第一集」昭和44年

横穴の壁部と考えられるものが露出しているため自然崩壊 し

ているものと考えられる。椿谷支群10号墳が丘陵に位置する。

盗掘の痕跡があり横穴と考えられる。

玄室 (270× 240)cm高 さ165cm四注平入 石棺 第一群と

第二群との中間北北斜面の横穴「島根県埋蔵文化財調査報告

書第一集」昭和44年 昭和30年 1月調査

天丼部から開口している。未掘

至琵避』写督}a、
る。閉塞石が付近にある。硲 支群打号墳が丘陵

羨道部が僅かに露出している。羨道 (露出部分幅)60cm

二重羨道部が僅かに露出している。羨道外 (露 出部分幅)100cm,羨道

内 (露 出部分幅)70cm 椿谷支群16号墳が丘陵上に位置する。

盗掘穴が確認できる。椿谷支群14号墳が丘陵上に位置する。

玄室 (320× 320)cm 天丼部は崩壊している。四注平入 椿谷支群14

号墳が丘陵上に位置する。

玄室 (290× 220)cm 高さ135cmテ ント形平入 I-5号「島根県埋

蔵文化財調査報告書第一集』昭和44年  昭和35年 1月 調査

玄室 (290× 210)cm 高さ155cm四 注平入 I-4号
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(表  10)

名 称 種 男1 所  在  地 要概

横穴22号

横穴23号

横穴24号

横穴25号

横穴26号

横穴27号

横穴28号

横穴29号

横穴30号

横  穴

横  穴

横  穴

横  穴

穴

　

穴

穴

穴

穴

横

　

横

横

横

横

「島根県埋蔵文化財調査報告書第一集」昭和44年  昭和35年 1月 調査

玄室 (360X290)cm 高さ190cm 丸天丼平入 I-3号  「島根県埋

蔵文化財調査報告書第一集」昭和44年  昭和35年 1月 調査

二重羨道部が健かに露出している。羨道外 (露 出部分幅)140cm,羨道

内 (露 出部分幅)78cm

玄室 (250× 190)cm 高さ140cmテ ント形平入 I-2号「島根県埋

蔵文化財調査報告書第一集」昭和44年  昭和35年 1月 調査

奥室が付く。玄室 (290× 240)cm 高さ165cm奥室 (220X130)cm

高さ120cmテ ント形平入I-1号「島根県埋蔵文化財調査報告書第一

集」昭和44年  昭和35年 1月 調査

盗掘は受けておらず,玄室部分の崩壊による。テント形平入 須賀谷

支群20号墳の直下にある。

盗掘同がある。墓壁が確認できる。須賀谷支群21号墳の直下にある。

盗掘国がある。墓壁が確認できる。須賀谷支群26号墳の直下にある。

盗掘ミゾがある。墓壁が確認できる。須賀谷支群27号墳の直下にある。

盗掘日がある。墓壁が確認できる。須賀谷支群23号墳の直下にある。

※注 に)円墳径の計測値に使用 している ～ のマークは,丘陵の尾根方向に対 して直

角の数値を左に丘陵と同方向の数値を右に記 したものである。

121 黒鳥 2号横穴発掘調査報告書 (1983年)に「この部分は (前庭部から見ると)

平面的には台形 ,断面は緩やかな弧状を呈す」と羨道上の壁を「墓壁」と仮称

したが,今回の調査では,横穴羨道上の削り出された垂直の壁をすべて墓壁と

した。
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Nα 1 8 3 山国郷新造院跡 (図 6参照 )

出雲国風上記 に「新造院一所 ,在 山国郷中 ,郡家東南州一里一百甘歩。建立 ,三層

塔也。山国郷人 日置根緒之所造也。」 とあり,そ の推定地 として別所の釈迦堂跡が最

も有力視 されている。 ここは現在 ,畑 とされたり,檜 が植え られた りされている。大

正 14年調べの曽田義文者吉田史料集によると「釈迦堂は鍵尾谷 と別所谷 との交叉点 ,

今の幸神森 の北下 ,山 麗 に して ,主 として桑園に化す。当時の遣物 と しての大門跡

(今地名 となる)を 寺跡 らしきものニカ所吉瓦の出づ る畑 ,池 らしき所 (大 男サ ンの

下位)仲尾氏邸内の吉椿 ,幸神森同所古墳等 にして これ らの土地を併算す る時は五
,

六反及至一町歩 に連なり,当 時の広大荘厳な りし事想察するに余 りある。 (中 略)大

門の地今山崎重次郎の居 とす。先年宅地の拡張の為地を穿ち しに土中より掘立柱の根

の直立の儘埋 もれているのを発見せ しこと在す。」 とあり,ま た ,古 瓦については
,

「別所釈迦堂西南隅 ,山腹一帯約二畝歩に亘 り古瓦の破片散乱す る。」 と記されてい

る。 このほかに,昭和三十年代 には瓦窯跡が所在す ることも確認 されている。

今回山国郷新造院 と推定 されている釈迦堂跡の地形測量調査を実施 した ,か なりの

平坦地があることを確認 した。 しか し,窯跡を除いては新造院の時代 と合 う遺構を見

いだす ことはできなかった し,吉 田史料に記 されているニケ所の瓦の出上場所につい

ても現状では判然 としない状況であった。現在 ,山 国郷の範囲 と考え られている地域

で布 目瓦が出土するのは,山 国郷新造院跡 ,古市遺跡 ,鳥木ガランサ ン遺跡の三カ所

である。

註 1 近藤正「『 出雲国風上記』記載の新造院 とその造立者」『 日本歴史考古学論

叢二』昭和 42年

配 83 能義神社奥の院古墳 (図 7参照 )

能義神社奥の院古墳 は現在 の所本市最大の円墳である。 この吉墳 は能義神社が所在

する丘陵のほぼ中央の同丘陵の もっとも高いところに所在する。北か ら望むと谷奥で

丘陵と丘陵 とが出合 う部分に所在する在 り方である。墳丘の標高 は 36.5mで ぁる。

墳丘規模 は南北方向 33m,東 西方向 26mの 楕円形 というべき形を している。高さ

は北側で 4mで ぁる。周辺 には二重の周溝が巡 っていた ものと推定できる。最初の周

溝は西側で 15mで ぁり,東側 は後世 の開墾でかな り破壊 されているが全周に巡 らし

て在 ったと推定できる。外側の周溝は北東側 と北西側の一部確認できるが全周に巡 ら

されていたかどうかは不明である。

昭和 42年 に安来市指定史跡 に指定 されている。
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図 6 山国郷新造院跡及び瓦窯跡周辺地形測量図
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奥の院古墳 地形測量図
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宮谷支墳17号墳 堅穴式石室西側奥壁

堅穴式石室東側奥壁
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